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世界最小電圧の乾電池１本で発光する有機ELを開発

利きの獲得能力には感受性期がある  ― 鱗食魚の行動実験で実証―
　富山大学学術研究部医学系の竹内勇一助教ら研究グループ
は、ヒトの利き手に相当するほど顕著な「利き」を示す事で知られ
るアフリカ・タンガニイカ湖の鱗食性シクリッド科魚類
（                                  、以下、鱗食魚）を用いて、動物の右利
き・左利きの確立には、発達初期に限定された期間における経
験学習が不可欠であることを初めて実証しました。また、幼魚期
の鱗食経験によって襲撃方向の好み・利き側での屈曲運動能力
の優位性が、若魚期の鱗食経験によって獲物への接近速度の向
上がもたらされるという、異なる発達段階で別の捕食スキルを獲
得することも明らかにしました。
　どのようなルールに基づいて利きが獲得されるのかは、長年の
謎であり、右利きと左利きの研究を進めることで、いくつもの生
物学的に重要な問題の解決に繋がると考えられます。

https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/20220105.pdf

https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/20220114-1.pdf

　富山大学学術研究部工学系の森本勝大准教授と中茂樹教授、分子科学研究所の伊澤誠一郎助教、平本
昌宏教授ら研究グループが、乾電池１本をつなげるだけでディスプレイ並みの明るさで発光できる世界最小
電圧で駆動する有機 ELの開発に成功しました。

　有機ELは高画質であることから、スマートフォンや大画面テレビなどで既に市販されていますが、その駆動
電圧が高いことが省エネルギー化への課題とされています。今回、研究グループは、発光を担う二種類の有機
半導体材料の界面でのアップコンバージョン(1)という過程を用い、その効率を向上させることで、乾電池１本分
の電圧でディスプレイ並みの明るさで発光できる世界最小電圧で駆動する有機ELの開発に成功しました。

　本研究により、有機ELを発光させる駆動電圧を従来
の 1/3 程度まで大幅に低減することができたことから、
今後は、アップコンバージョン過程を経た発光プロセス
の変換効率をさらに向上させることで、有機 EL の駆動
電圧の低減と発光効率をさらに高いレベルで両立させ、
市販の有機ELの消費電力を減らすことに
より省エネルギー化の実現を目指します。DOI:10.1002/

adom.202101710

DOI: 10.1038/
s41598-021-04588-8
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富山大学教育学部は、人間発達科学部として培ってきた福祉や情報に関する教
育を含む広い意味での教育人材養成の方法論と、金沢大学 学校教育学類が培っ
てきた学校教員養成の方法論とを合わせた、新しい形の教員養成学部となります。
金沢大学人間社会学域学校教育学類との共同教員養成課程という形で、小学校、
中学校、特別支援学校、幼稚園の各学校種について、様々な教育課題に的確に対応
できる実践的能力を備えた教員を、組織的・計画的に養成します。

ユニークな教育体制
　新しい学部はコースや学科に分かれていません。学生は入学すると数人ずつに分かれ、１～４年生の十数人の学生で
ユニットを構成します。各ユニット単位の活動や、富山・金沢両大学のユニット同士の共同活動を通じて、様々な交流や
学びが促進されます。一方、カリキュラムでは、小学校教諭一種免許状と合わせて、中学校・高等学校の各教科、特別支
援学校、幼稚園のいずれか一つの二種免許状（必要な単位取得により一種も可）の取得が義務付けられ、卒業時に最低
２種類の教員免許を取得できます。加えて保育士資格も取得可能です。学生は各自の取得希望免許や関心に応じた科
目グループで専門的な知識や技能を学びます。このように学生ユニットと科目グループの二つの仕組みを活用したユニ
ークな教育・指導体制によって、学生の主体的な学びを促進しつつ、広い視野を持った学校教員に育てます。　

多彩な専門科目と幅広い知識の獲得
　現代的教育課題に対応した先進的科目
を中心に、富山大学と金沢大学の教員が
相互に相手大学に授業を提供するので、学
生はこれまでより幅広いテーマや分野の科
目を受講できます。金沢大学が提供する
科目も、一部の科目を除き富山大学キャン
パスで対面ないし遠隔授業によって開講
され、金沢大学キャンパスへ移動する必要
はありません。

合宿や教育委員会との連携を生かした現場体験
　教育実習以外にも学校現場を体験する活動を重視します。両大学の１年生全員が合同で参加する合宿（必修）では、
両大学の交流を図ると共に、教師の観点から野外活動実習を行います。また教育委員会との連携事業を活用し、小学
校を中心に教育現場の体験機会も提供します。

https://www.u-toyama.ac.jp/e-book/school-of-edu2022/index.html#page=1

学部紹介

教育学部 令和４年４月より新学部スタート



大学院修士課程が大再編
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　2022年度から「人文社会芸術総合研究科」「総合医薬学研究」
「理工学研究科」「持続可能社会創成学環」「医薬理工学環」の５つ
の組織へ改組します。

学生環境内部監査員に感謝状を贈呈

　2021年6月21日、学生環境内部監査員感謝状の贈呈式が行
われました。
　これは、環境内部監査を通じて、学内の環境向上に貢献した
学生に対し、学長より感謝状を贈呈するもので、贈呈式では環
境安全推進センターの宮武准教授から人文学部の学生2名に
感謝状が贈られました。

地域再生人材育成事業 
「とやま呉西圏域共創ビジネス研究所（第4期）」
開講式を開催

　2021年8月17日、高岡市生涯学習センターにおいて、呉西圏
域6市共催による地域再生人材育成事業「とやま呉西圏域共創
ビジネス研究所（第4期）」開講式が行われました。
　研究所は、地域企業、金融機関、行政、大学が早い段階から
地域課題を共有し、高岡の地域活性化の核となる頭脳・行動集
団＝Think And Do Tank を形成するために活動してきた「た
かおか共創ビジネス研究所」の対象地域を呉西圏域へ拡大し
たものです。
　開講式では、本研究所長である角田高岡市長、齋藤富山大学
長による挨拶、富山大学地域連携推進機構の塩見講師による
オリエンテーションのほか、修了生による事例報告がありまし
た。
　今後本研究所では、呉西圏域等のゲストスピーカーによる講
義やアクティブラーニングを取り入れた授業を開講し、研究生が
地域の課題解決に
資する、自社の新た
なビジネスコンセ
プトをつくりあげる
ことを通じて、これ
からの呉西圏域を
担う地域人材育成
を目指します。

富山大学の教育プログラムが文部科学省
「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム
認定制度（リテラシーレベル）」に認定

　「富山大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム」が、
2021年８月４日付で文部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ
教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に認定されまし
た。
　本教育プログラムは、本学の正規の課程において、学生の数
理・データサイエンス・AIへの関心を高め、かつ、数理・データ
サイエンス・AIを適切に理解し、それを活用する基礎的な能力
を育成することを目標として、数理・データサイエンス・AIに関
する知識および技術について体系的な教育を行うものです。
　富山大学の教育プログラムは、１年次に必修科目「情報処理」
で数理・データサイエンスに関する基本を学び、その後は、数理・
データサイエンスに関する科目群の中から、各自の興味・関心ま
た専門性により、科目を選択履修し知識の幅を広げていきます。
また、数理・データサイエンス・AI を実践的に活用する能力を
養うべく、2021年度から、経済学部において、日本電気株式会
社（NEC）との連携による寄附講座科目を開講しました。
　今後も、学生の数理・データサイエンス・AIに関する、基礎
から実践的な活用能力までを養成する機会の拡大に努めると
ともに、その成果を社会に還元し、文部科学省認定機関の一つ
として役割を果たしていきます。
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https://www.u-toyama.ac.jp/news-topics/33219/
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富大ニュース

国際青少年サイエンス交流事業
（さくらサイエンスプログラム）開催

　2022年1月10日、富山大学都市デザイン学部では、タイ・
チェンマイ大学、ベトナム・ハノイ工科大学、中国・山東大学、上
海大学、中国石油大学北京校との６大学によるオンライン交流
を開催しました。
　この活動は、国立研究開発法人科学技術振興機構の2021年
度「国際青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプログラ
ム）の支援を受けて行うもので、海外の優秀な青少年に日本の
最先端な科学技術に触れる機会を提供することを通して、科学
技術イノベーションに貢献しうる海外の優秀な人材の養成・確
保および継続的交流の促進や日本の教育・研究機関のグロー
バル化、日本と海外の国・地域との友好関係の強化に貢献する

北陸未来共創フォーラム創設記念 
キックオフ・シンポジウムを開催

　富山大学をはじめ北陸地域の４国立大学が中心となって取り
組む、産学官金プラットフォーム「北陸未来共創フォーラム」の
キックオフ・シンポジウムが、2022年１月17日、金沢市文化
ホールをメイン会場、富山大学黒田講堂などをサテライト会場
として開催され、約250人が参加しました。
　開会挨拶において齋藤学長は、各大学が本気で産業振興や
人材育成に取り組み、産学官金それぞれが歩み寄り共創する場
としての「北陸未来共創フォーラム」を、より良いものにしてい
きたいと述べました。
　シンポジウムでは、第一生命ホールディングス株式会社の渡
邉光一郎取締役会長による特別講演「地方創生の実現に向け
た産学官の役割と北陸未来共創フォーラムへの期待」のほか、
パネルディスカッションが行われ、「産学官金連携による北陸
地域ならではの価値共創エコシステムの展望」をテーマに、活
発な意見交換が行われました。

先進軽金属材料国際研究機構（ILM）
開所記念式典及びキックオフシンポジウム
開催

　2021年12月9日、富山大学と熊本大学で編成する先進軽金
属材料国際研究機構（ILM）の開所記念式典が、ザ・ニューホテ
ル熊本で執り行われました。
　式典では小川久雄熊本大学長、齋藤滋富山大学長の挨拶、
来賓祝辞、除幕式、機構の紹介、富山、熊本両県における軽金
属の取組が紹介されました。
　翌10日には、熊本大学工学部百周年記念館にてキックオフシ
ンポジウムが開催され、吉永日出男九州大学名誉教授による
「先進軽金属材料国際研究機構の開設を喜ぶ」と題した記念
講演等が行われ、これからの先進軽金属材料国際研究機構の
船出にふさわしい素晴らしい催事となりました。
　今後、先進軽金属材料国際研究機構では、富山大学と熊本
大学が有する知識や経験を持ちより、世界各国や多くの企業と
の共同研究等を通じ、これからのカーボンニュートラルを目指
すための、革新的なイノベーションを実現していくことが期待
されています。
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ことを目的としています。富山大学ではこれまでにアジア諸国
を中心に受け入れてきましたが、今年度は新型コロナウイルス
感染症の影響のため、オンラインでの開催となりました。
　当日は、持続可能な社会形成に関する課題について討論や
発表が行われ、4ヵ国6大学から計70名の参加がありました。




